

























とある。藤原忠平の結婚は、左大臣実頼母源頎子とが最初であろう。頎子についてであるが、本文を引用した『新編古典文学全集』頭注は、 「三 　頎子。母が菅原道真の娘衍子であったため菅原の君といった。九二五年卒（→前㌻註一二） 〈一二宇多天皇皇女頎子 延長三年四月四日卒〉 　五 　喪に服すること。 『はて』たころは延長四年九二 六四月のころ。 」とする。しかし、前段には既に、右大臣師輔母源昭子の法事準備の一齣を語った章段が る。この章段については、昭子の一周忌とするが、五月一五日六七日を終えて、五月一八 七七日四十九日の前とすべきであろう 六七日を終え 、四十九日 準備を急いでいた頃の話である。そして、延長 年四月四日は、昭子 没年時で、頎子の ない。
（３）　
　頎子の没年時について、迫徹朗氏は、



































































　第五句やや不審。天理本・承保本は「またくともみず」とある。 「て」 「く」の誤写とみて、 「またく」で考えると、「またぐ」は急ぐ・心はやるの意。 「いつしかとまたぐ心をはぎにあげて天の川原を今日や渡らむ」 （古今・誹諧歌・兼輔）は、 「股ぐ」を掛ける。后宮から贈られた花は「萩」＝はぎ（脛）であるから、その掛詞で、 「脛」 「股ぐ」の戯れと解すことができよう。即ち、 「真先に咲く萩の花を急いで見たいとも思わない」の意に、 「脛（萩）を股ぐとも見ません」を掛ける。前掲の古今集を参考にすれば、妻（女郎 ）が死んだ私は、外の女（真先に咲 萩 花）に急いで逢いたいとは思わない の寓意もあろうか
（
14）





























































⑥靖子内親王《醍醐皇女》配師氏卿。母同克明［頭］要記 靖子。天暦四年十月十三日薨。 十六⑦勤子内親王《醍醐皇女》四品。配師輔公 時 天慶元年九三 八外記日記。 一月五日。是日酉剋 四品勤子
内親王薨
⑧雅子内親王《醍醐皇女》斎宮。配九条殿恒徳公母。 ［頭］ 胤系図。雅子内親王。母源周子 要記雅子内親王 天暦
八年九五 四八月廿九日薨。四十五

























































































































































































摂政 　　　正二位 　藤忠平 　
51
　　　　　　　　　参議 　従三位 　×源 　悦 　
75
　正月八日薨












　　 　 従四位上 藤扶幹
67















































れるのは、延長九年九三 一三月一三日に右近権中将に任ぜられて、承平五年二月二三日に参議に任ぜられてからのことである。勤子内親王と師輔の結婚は、承平五年 参議 なってからのことと推定される。師輔は延長 年九二 四七月一 日 一男伊尹が生ま ているので、藤原邦経娘盛子 の結婚は、それ以前であり、勤子内親王降嫁には、源清蔭が忠房娘東の方と離婚後も同居していたように、形式上 盛子とは離婚したことにしていた だろう 。承平五年の公卿を『公卿補任』によって掲示すると、
摂政・左大臣 　従一位 　藤忠平 　
56
　　　　　　　　参議 　正四位下 　源清蔭 　
52
　　　右大臣 　正三位 　藤仲平 　
61
　　 　正四位下 　源是茂 　
51














　　 　　従三位 　平伊望 　
55



















































〉 」 （一 〇 〇 頁）とあり、






























































































































































































　　　西四条のみこの家の山にて、女四 みこ もとに 右大臣
なみたてる松の緑の枝わかずをりつつちよを誰とかは見む











や、これ以下の贈答からも知られよう。その、雅子内親王と 結婚は、勤子内親王薨去の翌年と推量する 高光の生年は未詳であるが、笹川博司氏は、 「天慶二九三 九年頃」
（
36）とする。そうなれば、雅子内親王との結婚は、勤子内親王四十九日の







と、当人も、妻方の親も兄弟もそうあることに理解を示していたのである。雅子内親王は、母源周子と姉勤子内親王が先立っているのであるから、尚更のことであったであろう。雅子内親王と 恋愛が取り沙汰される敦忠が参議になるのは、師輔に遅れること四年、前表の如く、天慶二年八月二七日であった。 「継嗣令」に則 だけでなく、臣下である藤氏が内親王との結婚に至 には、参議であることにも意味が と理解されるのではあるまいか。
　改めて、源清蔭、師輔に見られる参議以上ということが成り立つかであるが、源清平は、 『公卿補任』天慶四年条に「参
議 　正四位下 　同清平六十五 　光孝天皇御孫。一品式部卿是忠親王二男 三廿八任三木。同日兼大宰大貳（止辨） 」
（
37）とあ
り、醍醐皇女普子内親王については 『本朝皇胤紹運録』に、 「普子内親王 　配参議源清平。後配和泉守俊連。天暦元年七月十一日无品普子内親王薨。年三 八」
（
38）とある。天慶四年源清平六五歳、普子内親王三二歳、清蔭と韶子内親王の年の













また、 『政事要略』 「損不堪佃田事」に伊勢守として従四位下橘朝臣惟風と、天暦二年九四 八六月二二日のこととして見える。
（
43）年齢は不明だが、公卿になった藤原元名が、延長五年九二 七に備後守になっているのが三五歳。この数字を利用して、
天暦二年の年齢を試算すると、六〇歳となる。伊勢守ということで、同じく公卿となった大江朝綱は、天暦三年九四 九六四歳となって、ほぼ この推定で理解できるのではないだろうか。清蔭薨時に韶子内親王は三一歳で、 『本朝皇胤紹運録』に、「配大納言清蔭并河内守惟風等」とあって、惟風がいつ没したかは不明であるが、韶子内親王は天元三年九八 〇正月一八日に六三歳で薨じたのであるから、後にまた再び嫁した あろう。
　『大和物語』に登場する内親王は、恋愛は別として、律令に縛られた中での結婚に関しては、決して良いものではなかった。　師輔の同母弟、師氏の結婚については、実証できる資料を見つけられないでいる。しかし、年長上位の師輔が、清蔭と同
様に、参議であるということが必要要件と見られることから、同様に考えて良いのではあるまいか。推量通りであ ならば、師氏が参議に任ぜられたのは、 慶七 九四 四四月九日で師氏三二歳、靖子内親王は 〇歳、その推定を否定するような資料もない。
　さて、拙稿「平安貴公子、恋のホップ、ステップ、ジャンプ、そして失恋」
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名とりたまへるが 十四歳なるを得たまひて、住みたまふほどに、十六歳といふ年の五月五日に、玉光り輝き る男の、いとをかしげなるを生みたまへり。名をば忠こそといふ （①二〇九頁）












とあって、藤原仲忠の参議の時 明示される。この「沖つ白波」で「左大臣は〈源季明〉太政大臣に、右大臣〈藤原忠雅〉は左大臣に、右大臣に左大将〈源正頼〉 、大納言に左衞門督〈藤原忠俊〉 ．中納言に凉、仲忠、権中納言に忠澄、左大弁に師
『大和物語』皇女婚姻考
二一










取らむと思ほす中 、時の太政大臣 一人娘に、御かうぶりしたまふ夜 婿取りて、限りなくいたは て、住ませ てまつりたまふほどに、時の帝 御妹、女一の皇女と聞こゆる、后腹におはします、父帝 母后にのたまふ、帝「この源氏、ただ今の見る目よりも、行く先なり出でぬべき人な 。わが娘 この人に取らせてむ」とのたまひて、婿取りたまふ。 （①一二九・一三〇頁）







































とある。天皇の覚えがいくら愛でたくても、光源氏 子息であっても、 「ただ人の具したてまつりたまふぞ、なほあかず心苦しく見ゆる。 」とあって、 「
譏そし
らはしげに思ひのたまふ人も」いたというのである。夕霧も「故院だに、朱雀院の御末に

















（５） 『大和物語の注釈と研究』武蔵野書院、昭和五六・二、二三七頁。（６） 『大和物語全釈』大学堂書店、平成五・一二 二四八頁。（７） 『大和物語評釈』上巻笠間 釈叢書
27笠間書院、平成一一・三、三〇四頁〈注： 『国文学』九巻一号「亡き人のかたみの色は」昭和
39・１〉




















19） 『文徳実録』 『新訂増補国史大系 吉川弘文館、昭和九・一一、八二頁。
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22） 『三代実録』前篇『新訂増補国史大系』吉川弘文館 昭和二七。 、五八六頁。
（

















29）新訂増補国史大系『公卿補任』第一篇 　吉川弘文館 　平成三・一二、 九・一八〇頁。
（






33） 『九暦』 『大日本古記録』岩波書店、昭和三三・ 、三八頁。
（
34） 『大日本史料 第一編之七、史料編纂所 六・二、 九〇
（
35） 『貞信公記』 『大日本古記録』岩波書店、昭和三一 一五
（
36） 『和歌文学大辞典』古典ライブラリー、平成 六・一二、七四 頁。
（
37）新訂増補国史 系 公卿補任』第一篇 　吉川弘文館 　平成 一二 一 四頁。
（
38） 『群書類従』第五輯、続群書類従完成会 昭和五五・一 五八頁。
（






























50）阿部秋生・ 山虔・今井源衛・鈴木日出男校注・訳『新編日本古典 学全 』
24
　小学館、一九九七・七⑤四七一頁。
（
51） （
45）に同じ。
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